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に内容を２倍にして発刊しました。
題字『富士見』は，創刊当時学長で
あった中原 實 先生の渾毫であり，
都校友会会報の紋章であり，校友会
の発展の表象でもあることから通算
号数とともに現行のまま踏襲しまし
た。今回のリニューアルのポイント
は，
　・見やすさ
　・情報量の増加
　・会員相互の親睦
です。従来の記事は東京都校友会主
催の講演会や総会・賀詞交歓会など
記事や役員会の報告・案内，都校友
会会員からの自由投稿「富士見町へ
ようこそ」で構成されていました。
　今回から新たに，東京都校友会各
42支部にお願いしてそれぞれの現状
や活動を報告していただく「支部彩

記」，保険部より「保険のいろは」，
役員会からの「おしらせ」，附属病
院からのアナウンス「附属病院から
のおしらせ」を掲載しました。
　また表紙を飾る写真を来年度より
広く公募してさらに会員間の相互親
睦を図っていきます。
　これからも会員の皆様の躍動する
活動を校友会の発展の記録として進
化しつつ残し続けていくつもりで
す。委員の皆様のご尽力に感謝し，
さらなる会員の皆様のご協力をお願
いいたします。
 （東京都校友会富士見編集委員会
 中島　尚・85回記）

　東京都校友会会誌『富士見』は昨
年度まで見開き４ページの新聞スタ
イルを昭和45年９月の創刊号から数
えて176号まで45年間続けてきまし
た。しかし，各行事の内容や会員間
の相互親睦を図るに掲載量の限界が
ありました。そこで小山 理 会長

（55回）の強い要望もあり，今年度
より紙面を一新し，従来の新聞形式
より情報量を増した冊子形式に変更
しました。予算の都合上，従来年４
回（３･ ５･ ８･12月）発行から，年
３回（４・８・12月）に減少した代
わりに４ページから16ページへと情
報量を増加させました。
　冊子化創刊にあたり移行準備期間
が不足していたこともあり，変更第
１弾のインパクトも踏まえ，２号合
併，32ページにすることによりさら
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附属病院に「口腔顔面痛センター」
ができました

日本歯科大学附属病院
口腔顔面痛センター センター長

石井 隆資（７６）

聞き慣れない名称と思いますが「口腔顔面痛センター」
は非歯原性歯痛の診断および治療をおこないます。そして
歯科での治療範囲外の場合は専門医科外来へのご紹介をお
こないます。また、「非歯原性歯痛」とは痛みを訴えてい
る歯や歯肉に歯科的な原因、異常がないにもかかわらず、
歯や歯肉に痛みが感じられる状態のことをいいます。齲
蝕、歯髄炎、歯周病や智歯が原因の痛みではありません。

具体的な患者さんの訴えを挙げます。
１．叩いても痛くないのに、鈍い痛みがずっと続いてい
る。痛む歯がわからない。（筋・筋膜性の可能性）
２．顔洗、化粧、ひげ剃り、食事の時にビリッと電気が流
れるような一瞬の顔の痛みを感じる。（典型的三叉神経
痛の可能性）
３．歯を抜いてから時間が経って傷は治っているのに、も
う無いはずの歯が痛いような気がする。（有痛性三叉神
経ニューロパチーの可能性）
４．目がチカチカして頭が痛くなり、歯も痛くなる。吐き

気もする。（片頭痛の可能性）
５．目の奧の猛烈な痛み、涙や鼻水が出て、歯も痛くな
る。（群発頭痛の可能性）
６．鼻が詰まっている感じがして、同じ側の上の臼歯が痛
む。（上顎洞性の可能性）
７．胸が痛くなると歯も痛くなる。（心臓性の可能性）
８．痛む場所がどんどん移っていき、治療をしても痛みが
止まらない。そして別の場所に痛みが移る。（特発性の
可能性）
しかし、ここで示したのはあくまでも表現の一例であ
り、痛みの表現の仕方は患者さんによって異なるので、
はっきりとしない場合、疑わしい場合はクローズド・クエ
スチョン（具体的な例を挙げ、患者がイエスかノーで答え
られる質問）で症状をよく訊く必要があります。
このような痛みに対する治療は、歯科で治療可能な場合
はセンターで対応し、それ以外は当院の医科にも受診して
いただくか、痛みの種類によっては専門医科外来（脳神経
外科、神経内科、頭痛外来、循環器科など）へのご紹介を
おこないます。
口腔顔面痛センターを紹介される際には、かかりつけ歯
科からの紹介状が必要です。

痛み、特に長引く痛みは患者の主観的な問題とされた
り、気のせいとされがちですが、口腔顔面痛センターで
は、できるだけ痛みの原因を明らかにし、治療に結び付け
ていきます。
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平成２６年の診療報酬改定から２年が過ぎ、再び診療報酬改定が行われました。
今回の改定で歯科は０．６１％金額にして約１８０億円程度のプラスになると言われて
います。しかし新設項目の多くに施設基準の届け出が必要であり、内容も益々複
雑になったように感じられます。また審査においても、昨年からは算定日情報や
縦覧審査による返戻や査定が多くなってきています。レセコン頼りの請求ではな
く、改定内容を良く理解し、算定ルールをもう一度確認しておく事が重要になる
と考えられます。都校友会保険委員会作成の冊子（保険診療ガイダンス）も参考
にしていただければ幸いです。
都校友会は４月１日から新年度に入りました。会誌「富士見」に関しまして
は、新聞形式から冊子形式に生まれ変わりました。年３回の発行となりますが、
情報量も１．５倍になりますので、富士見編集委員会の先生方と力を合わせて内容
の充実を図りたいと考えておりますので期待していただきたいと存じます。

副会長 佐藤 充

２ 特別寄稿
３ 支部彩記
７ 平成２７年度定時総会
１９ 平成２８年度時局講演会
２２ お知らせ
２４ 知っていますか？ 保険のいろは
２５ 平成２７年度学術講演会
２８ 富士見町にようこそ
３２ 附属病院からのお知らせ／一筆啓上
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大森支部

深川支部

大森支部の活動報告 河野 勉（７４）

大田区には大森支部と蒲田支部の二つの支部があり、我々
大森支部は３６名の会員が在籍しています。活動としては１月
の東京都校友会の賀詞交歓会への出席、６月に支部の総会、
１２月の忘年会（講演会も開催）があります。また、年間５～
６回の役員会、２年に一度、支部旅行があります。総会は開
会から始まり、会務報告、監査報告、議事へと厳粛に進行し
ていきますが、問題もなく、毎回スムーズに終わり、懇親会
へ移行します。皆和気あいあい、楽しいひと時です。
本会の“時に荒れる”総会と違って、そこは校友会ならで
はの優しい総会です。暮れの忘年会では大学より先生を招
き、講演会を催します。そしてそのあとに行われる忘年会は
講師の先生、東京都校友会の先生を囲んで講演内容の質問あ
り、学生時代の懐かしい話あり、現在の大学の様子などの話
題で大いに盛り上がります。これこそ校友同志でなければで
きない会だと思います。そして２年に一度の支部旅行は親睦
を深めるには一番の行事です。今年は１月３０，３１日に箱根の
環翠楼へ行きました。日頃の診療に追われる日々から解放さ

れ、皆さん品川駅で集まった時からリラックスモードに入っ
ています。旅館について温泉に浸かりながら話は盛り上が
り、宴会へ突入します。同じお酒でも家に帰らなくてよいお
酒はいつも以上に飲みすぎ、そして酔います。大森支部の良
いところは先輩方がとても優しく後輩は緊張することなくお
付き合いができることです。
これからも若い先生が気軽に入ってこれる、アットホーム
な優しい素敵な校友会であるよう、我々も頑張っていきたい
と思っております。

深川支部の活動報告 大嶋 元彦（７７）

皆さんこんにちは７７回卒業の大嶋です。
初めましての先生も多いかと思いますが、昨年の６月から
深川の支部長を拝命させていただいています。
私は深川支部で最後に入会した新入会員なので先輩会員の
先生方のご指導、ご協力を仰ぎながら、支部長としての責務
を果たすべく、なんとか活動しております。
さて、今回から新聞形式だった「富士見」が，冊子形式に
一新され、紙面拡大に伴い各支部の会務を報告することにな
りました。
トップバッターとして選出されましたが、原稿依頼から締
め切りまでの期間が短かったため、ご報告できるような会務
はあまりなかったのですが、先日の６月６日に平成２８年度深
川支部総会が行われましたので、ご報告させていただきます。
深川支部は江東六地区連合会に所属し会員の総数は終身会
員の先生４名を含み１８名です。
不参加の先生方には委任状をいただき今回は９名の出席で
総会を行いました。

総会では、１１０周年記念式典、会計年度の変更、二種会員
について等、いつになく協議事項が多く、例年の倍近い時間
を要しました。
掲載の写真は総会が終わり懇親会の直前、和やかな雰囲気
の一コマです。
向かって左から土岐先生（７０回卒）、加藤先生（６８回卒）、
藤田先生（５８回卒）、清水先生（４６回卒）、四方田先生（６８回
卒）、私、堀内先生（７３回卒）、河谷先生（７９回卒）、小林先
生（７９回卒）です。
会報により何十年ぶりかに見るかつての先輩、同級生、後
輩の当時の姿を思い出して懐かしんでいただければ幸いです。

支部彩記○東京都日本歯科大学校友会 ○
「富士見」リニューアルにあたり、校友会各支部の活動報告コーナーを新設いたしました。
みなさまのご活躍の様子をご紹介させていただくこととなりましたので、どうぞご協力の程よろしくお願いいたします。

特別寄稿

２

小山 理東京都日本歯科大学校友会 会 長

特
別
寄
稿

昭和４５年９月１５日に創刊された新聞形式による
「富士見」は平成２８年３月１５日発行の第１７６

号をもって終了し、１７７号からページ数を増やし、
冊子形式として発刊いたしました。
会報「富士見」は創刊以降、４６年間にわたり校友
の交流、親睦、支部情報はもとより学術、医療保
険、医政関係等の多くの情報を提供し続けるという
重要な役割を担ってきました。
会員にとって長年、慣れ親しんできた会誌であり
ますが、この度の変更の大きな理由は、今のままで
は容量的に応えきれなくなってきたことにあります。
因みに、現在までの流れをごく粗く辿ってみます
と、創刊号では、右上の会誌の名称である「富士
見」の題字は当時の学長であった中原實先生に揮毫
していただこうと会長の石川正策先生が直接お願い
にお伺いしたところ校友会発展のためならと、快く
お引き受けいただけたと、その経過が記載されてい
ます。
この号では大量の情報が全紙面にわたり小振りの
文字でぎっちり埋められています。
個々の原稿を細かく仕分けし、所定の位置に見事
に組み込んであるのをみると編集委員のご苦労が偲
ばれます。また５社分の企業広告が掲載されている
のは発刊にあたり、事業費捻出についての議論の結
果と思われ、当時の執行部のご苦労も感じることが
できます。
創刊の後、次第に写真の挿入が増えていくのは、
写真が会議や懇親会の雰囲気を瞬時に読者に訴えか
ける力を持っているからとおもわれます。
紙面数が限られる中で、写真の占める割合が増加
していけば、文字による情報量は次第に減少してい
きます。
広告の掲載が第２２号で終了したのは、情報量の回
復のために空いたスペースを使用したものと推測さ
れます。
年代を少し下って昭和６２年、第６０号によると、パ
レスホテルで開催された東京都校友会新年会には会
員３８０名が参加したとあります。当時の会長、亀
澤勝利先生は挨拶の中で昭和６１年１１月１５日開催の日
本歯科大学創立８０周年記念式典に都校友会から
１，２００名の出席があったと、感謝を込めて報告され
ています。
第７５号では平成２年１０月１５日「富士見」の揮毫を
いただいた中原實名誉学長が９７歳８か月で逝去さ
れ、「巨星墜つ」とその悲しみの様子が報じられて

います。
平成１６年８月１日発行の第１３０号をご覧になった
会員は一様に驚かれたことと思います。
１面と４面がカラー印刷となりました。今までの
モノクロームの世界からいきなり明るく華やかな世
界へと移行し、読者に強い衝撃を与えました。
このカラー化は好評であったとみえ、２年を経過
しない平成１８年３月１５日発行の第１３６号からフルカ
ラーとなりました。カラーの魅力を１００％発揮でき
るのは写真です。
折からの撮影機器の進歩発展とそれに伴う撮影技
術の習熟が相まって、どのページにも素晴らしい写
真が多くみられるようになりました。

さて、第１７７、１７８合併号から従前の右から左への
縦書きから左から右への横書きに変更となりまし
た。その際、「富士見」の表題を縦書きのまま、表
紙の中で違和感を伴わず取り入れることが可能なの
かが、一番の気がかりでした。
何年も前になりますが、ある書家に「富士見」の
文字についての感想をお尋ねしたところ、指先で文
字をなぞった後、“私たちにはまねのできない芸術
性の高い作品ですね。何をやっている方ですか”と
逆に聞かれたので、“母校の元学長ですが、洋画家
で大正から昭和にかけ超現実主義を掲げ、活躍され
た方です”と返答しましたら、“やはりそうです
か。すばらしい作品ですから、これから先も大事に
されたほうがいいですね”と言われました。
幸い、一世印刷㈱のデザイナーの方がうまく取り
込んでくれ、ほっとしました。
冊子の発行は新聞形式より１回少ない年３回です
が、年間情報量は１．５倍となりますので個々の情報
は細部までしっかり書き込め、また新しい企画を採
り入れることもできるようになりました。
情報の速報性については少々劣りますが、ホーム
ページを充実させることにより対応は可能とおもい
ます。

題字の「富士見」は都校友会会報の紋章であり、
校友会発展の表象でもあります。
これから先、校友会内部のエネルギーを蠕動に変
え殻を打ち破り、会員の皆様の躍動する姿を校友会
発展の記録として残し続けることができますよう
願っています。
皆様のご協力をぜひお願いいたします。

会誌「富士見」の冊子化に寄せて


